
環境活動レポート

２００9

(有) 阿形鉄工所



私達（有）阿形鉄工所は顧客の立場になり［より良い物］を［より安く］
［納期厳守］ならびに［環境活動］を指針にして事業活動をしてまいります。

＜活動方針＞

私達（有）阿形鉄工所は、経営理念に基づき環境の保全活動及び資源、
エネルギ－使用の合理化ならびに、生産活動の合理化が整合する事を
認識すると共にその事業活動や製品が及ぼす環境への負荷の低減目標
を自主的に定め運用維持します。
1、二酸化炭素/廃棄物排出量の総排出量の低減ならびに
　　水資源の節約に努めます。
Ⅱ、コピー用紙使用量の低減、廃棄物の排出抑制、リサイクルに努めます。
Ⅲ、事務用品等のグリーン購入の推奨。
四、環境関連の法律を遵守します。
五、全従業員が理解出来る様に朝礼等を活用して環境保全の意識を高めます。
六、環境活動レポートを社内外に公表し、社会とのコミュニケーション

を大切にします。
平成14年　11月001日

有限会社　阿形鉄工所

代表取締役 阿形守康

＜経営理念＞

環境方針



事業の概要

事業所及び代表者

 有限会社 阿形鉄工所
　　代表取締役社長　阿形守康

所在地

　　　浜松市三島町1568番地
　　　連絡先： 電話　053-441-4181 / FAX  053-441-4587　

：e-mail agata-t@ka.tnc.ne.jp

 環境管理責任者
　　　 専務取締役 阿形岳男

 事業の内容

　　　二輪車.自動車部品の鋼管材の切断及びプレス加工

事業の規模 平成20年12月27日現在

生産出荷額 1億円
決算月 6月1日～5月31日
従業員数 11名
工場面積 990m2
事務所面積  66m2
資材置き場　 376m2

 所在場所の周辺の状況説明図 　　　　　　　
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実施体制の構築

(有)阿形鉄工所

代表取締役社長
1　環境方針の策定

2　代表者による全体の評価と見直し

３　経営資源の準備
4　環境活動レポートの承認
5　環境目標及び環境活動計画の承認

1　ＥＡ21システムの確立、実施推進、維持管理

2　かんきょうの負荷及び取り組みへの自己チェックの実施

3　環境目標および環境活動の策定

4　環境活動レポオートの作成
5　ＥＡ21に関する実績把握と報告

平成21年　01月　15日

環境担当責任者
専務取締役
阿形岳男

阿形律子
グリーン購入担当者エコドライブ担当者

阿形守康

見野友康
空きカン・リサイクル担当者

見野圭悟

藤田明男

動力・電灯の適正使用担当者
杉山哲夫

可燃物適正処理担当者



平成１８年～平成２０年（１月～１２月）
単位 １8年 １9年 20年 前年比

①　総エネルギー投入量 購入電力 MJ 14209944 1307852 1029702.3 -21%
化石燃料 MJ 213751.2 210244.7 177304.6 -16%
新エネルギー MJ
その他 MJ

②　総物質投入量 資源投入量 ｔ
循環資源投入量 ｔ

③　水資源投入量 上水 ｍ
3

工業用水 ｍ
3

地下水 ｍ
3

【④　温室効果ガス排出量】 【二酸化炭素】 Kg-CO2 72191.7732 64575.006 51529.955 -20%
Kg-CO2

kg-CO2

⑤　化学物質排出量・移動量 大気への排出量 ｔ
公共用水域への排出 ｔ
土壌への排出 ｔ

⑥　総製品生産量又は 製品生産量 ｔ
総製品販売量 環境負荷低減に資する製品 ｔ

容器包装使用量 ｔ

【⑦　廃棄物等総排出量】 再使用 ｔ
再生利用 ｔ 0.025 0.023 0.019 -17%
熱回収 ｔ
単純焼却 ｔ 0.827 0.765 0.75 -2%
その他 ｔ

⑧　廃棄物最終処分量 最終処分量 ｔ 26.447 0.769 0.75 -2%
【⑨　総排水量】 公共用水域 ｍ

3

下水道 ｍ
3 245 219 205 -6%

BOD ｇ

○【　　】で囲んだ項目が必須項目です。なお、総排水量の把握が困難な場合には「水資源投入量」が把握必須項目となります。

○各指標の値については次頁以降の集計結果を記入して下さい。

受注量の減少により全ての項目がクリアーできた。 平成21年2月10日

(有）阿形鉄工所

環境への負荷の状況



②環境活動について
日付 取組状況 担当者

H18.10 端末機３台をインバーターモーター仕様に更新 阿形岳男
H19.3 空運転防止タイマーを端末機３台に取り付け 阿形岳男
継続 1回/2ケ月　業者に委託 阿形守康
継続  期間 6月～9月 阿形岳男

時間 8時～12時12時40分～終業時
　　温度 （中）　　（弱）　での使用

継続 時間 8時～12時12時40分～終業時 杉山哲夫
阿形岳男

継続 藤田明男
継続 ゴミ分別法のポスターを掲示 阿形岳男

あき缶は委託業者へ委託する。 見野圭悟
継続 （不用段ボ－ル・使用済手袋)等の廃棄物量は 見野友康

委託業者への委託数量を記録表に記載する。 阿形岳男
H18.6 コピー機に両面使用のラベルを貼る。 阿形岳男
H19.7 両面コピー機の購入 阿形岳男
H18.6 阿形岳男

鉄クズ 継続 委託業者施用のパレット使用 阿形岳男
ステンレスクズ 継続 委託業者施用のパレット使用 山下商店

H18.6 蛇口をプッシュ型に切り替え同時に節水ラベルを貼付 山下商店
継続 コピー用紙の再生紙使用は暫らくの間見合わせる。 阿形律子

事務用品等は極力エコマーク付けを購入する。
H19.1 トイレットペーパーの再生紙使用

購入電力量・、ガソリン､軽油､灯油使用量・鉄クズ、 阿形岳男
ステンレスクズの処分量、コピー用紙使用量､処分量､

水排出量を記載する。
H20.1 電力購入金額を記載し前年比を出す事にした。

記録表の記載

水排出量

項目
機械

電動リフトの点検
スポットクーラー
の使用規制

工場内の照明規制

エコドライブ

　スイッチの所ヘラベルを貼付

コピー用紙の再資源

グリーン購入

ゴミの適正処理

焼却ゴミ

　無駄な照明機器のOFFを促すラベルの貼り付
　　　　　　　アイドリング禁止のポスターを掲示

再資源用ボックスを置き処分量を記録表に記載する。

コピー用紙の両面使用



項目 単位 １9年度実績 20年度目標 20年度実績 前年比

購入電力 KWh 133,047 131,717 104,751 -20%

生産額(10.0千万)当 1,317 1,048 -20%

電力購入金額 千円 2,472 2,148 -324

ガソリン使用量 L 4460 4,415 4,392 -1%

生産額(10.0千万)当 44 44 -1%

軽油使用量 L 733 726 542 -25%

生産額(10.0千万)当 7.26 5.42 -25%

水排出量 m3 223 217 205 -6%

生産額(10.0千万)当

コピー用紙購入数 枚 3,300 5,500 2,200

再資源化率 ％ 75% 76% 79% 4%

生産額(10.0千万)当 0.8% 0.8% 4%

単純焼却 kg 765 757 696 -8%

生産額(10.0千万)当 7.57 6.96 -8%
鉄クズ kg 20,770 20,562 16,820 -18%

生産額(10.0千万)当 208 206 168 -18%
ステンレスクズ kg 2,721 2,694 2,415 -10%

生産額(10.0千万)当 26.9 24.2 -10%

                ： 生産出荷額が減少した為数値は大幅な減少となった。
                ： コピー用紙は発注システムの変更に伴い大幅な増加となった。
                ： コピー用紙の再資源化率は向上した。
                ： 今回から電力購入金額の前年比を記載した。

20年度の環境活動の取組結果

　　コメント　：　下段は生産出荷額当りで比較した数値である。
　　　　　   　：　鉄クズ・ステンレスクズの排出量は全て再資源化の為委託業者に引き渡す。

平成21年2月10日

（有）阿形鉄工所



（1）目標について

①目標について
項目 評価

購入電力 20年度は受注量の減少により総量は大幅に減少した。
20年度より電力購入金額の記録を記載し前年比をした所
購入金額の減少が数字で鮮明に判った。
機械等の改善効果が寄与している部分も見られる。
空気圧縮機を2機を1機にしエアー漏れ対策の効果がでた。
今後も機械の省力化を薦める。
残業が無く照明器具使用j期間が減少した事も減少に寄与した。
受注量が増加になっても総量の増加が抑えれる様に

ガソリン使用量購入量の削減目票に達したが受注量減に比べ減少量が小さい
今後の課題である。
引き続きアイドリングストップ等のエコドライブを徹底させ
ガソリン使用量の減少を目指す。

軽油使用量 電動式リフトに買い替えた効果が出た。
外作の仕事量が増加したが全体の受注量の減少の為
総量も減少した。

水排出量 節水ラベルにより従業員の節水意識が向上した。
コピー用紙 受注先のシステムの関係上コピー用紙が前年度より大幅な
再資源化率 使用量になったが再資源化量も増した為目標値以上の結果がでた。

両面コピー機の活用も使用量削減に寄与した。
単純焼却 今年度は受注量の減少により総量は減少した。

 弊社の加工工程が最初の工程の為
納入容器に前工程より段ボ－ル、ゴミ等が

排出総量抑制に努める。
通い箱等に入れられ返却される為分別を徹底し



代表者による評価と見直し

全社が一丸となりEA21の環境活動に取組み、電力の購入量の削減ならびに
廃棄物排出量･水資源の使用の削減に取り組んで来た結果、
20年度は受注量の減少および従業員の環境問題に対する意識の向上により
目標以上に達成する事ができた。、しかしガソリン・軽油の使用量の削減が
目標に達成したものの今後はより一層の削減活動をしないと目標達成は
厳しいくなる。エコドライブを徹底し車両の減車も検討いていく必要がある。
２1年度は受注量が増加しても購入総量・排出総量の削減の目標を達成ができる
様に環境活動計画に基づいた具体的な取り組みの活動を
会社、従業員が一丸となり実施していく。
20年度より購入電力の支払い金額（前年比）を記載したところ、電力購入量削減
の効果が金額で表され環境活動の重要な事が理解できた。
今年度は特にガソリン使用量の削減に努力する。

＊地震等の緊急事態の訓練
2回／年の予定が20年度は一回（Ｈ20/09/01）だった。
21年度は二回の実施を確実に行う。

有限会社　阿形鉄工所

阿形守康代表取締役

平成21年1月30日



（有)阿形鉄工所

　　　　　①購入電力量、ガソリン使用量､軽油使用量を毎年1％低減する。
　　　　　②水排出量、単純焼却量を毎年1％低減する。

項目 単位 20年度実績 21年度目標 22年度目標 23年度目標
購入電力 KWh 104,751 103,703 102,666 101,640
ガソリン使用量 L 4,392 4,348 4,305 4,262
軽油使用量 L 467 462 458 453

水排出量 m3 205 203 201 199
コピー用紙
再資源化率 ％ 79% 80% 81.0% 82.0%
単純焼却 kg 696 689 682 675

控えめの目標とした。

　　　　　③コピー用紙の再資源化率を毎年1％向上させる。

　　　　　20年度実績を基準に21年度～23年度の目標値を設定した。

 　コメント　：　21年度は大幅に受注量が減少したが２０年度の受注量が予想できなので

今年度以降の目標
平成21年2月10日



一、二酸化炭素排出（電気・燃料）の低減
A,電力使用量の削減

に切り替え空運転防止のタイマー取り付けをする。
　　②　空気圧縮機の使用を2機→1機に削減（エアー漏れ点検の実施　1回／月）

担当者 阿形岳男

担当者 杉山哲夫

　　⑤　スポットクーラーの　1回／1年の点検
担当者 阿形岳男

　　⑥　電動リフトの継続使用

担当者 阿形守康

Ｂ、ガソリン・軽油の使用量削減の推進。

担当者 藤田明男

二、廃棄物排出量の削減

担当者 見野友康
　　②　鉄クズ、ステンレスクズの分別処理。

担当者 全従業員

担当者 見野圭吾

担当者 阿形律子

（再資源用ボックスの設置）
担当者 阿形岳男

担当者 全従業員
責任者 阿形岳男

三、水排出量の削減

担当者 阿形岳男
　　②　節水こま　の設置の検討。

担当者 阿形岳男

四、グリーン購入の推奨

担当者 阿形律子

五、地震等の緊急事態の訓練
　　①　地震対策マニュアルに基づき年2回の訓練を実施する。 阿形岳男

　　①　ゴミの分別処理

　　②　あき缶の処理。

　　①　事務用品、備品等の新規購入の際はグリーン購入を検討する。

　　③コピー用紙の両面使用。

　　④コピー用紙の再資源化率の向上推進。

　　①　蛇口をプッシュ型に切り替え使用中。

　　⑤　鉄クズ・ステンレスクズの分別処理。

　　④　工場内のスポットク－ラ－の使用規制

　　⑦　電動リフトの点検（１回／２ケ月）

　　①　不必要なアイドリングの禁止
　　②　同一方向への搬送計画。

平成21年　環境活動計画

　　③　工場内の照明の使用規制

　　①　新設の機械又は機械更新の際はインバーターモーター仕様に

平成21年2月10日
(有）阿形鉄工所



環境関連法規等への違反、訴訟の有、無
平成21年2月10日

（有）阿形鉄工所

環境関連法規等への違反はじめ、訴訟は有りませんでした。

また、関係機関、周辺地域からの指摘や苦情も過去3年間ありませんでした。


